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平成10年9月高知県
土砂災害調査報告

土砂災害ソフト対策研究会

1.はじめに

土砂災害ソフト対策研究会では、平成10年に生じ

た土砂災害について聞き込みを主体とした現地調査

を実施し、土砂災害の発生時刻や地元住民 ・行政の

行動実態等を正確に把握することで、ソフ ト対策上

の課題を整理しているところである。

本報告は、同研究会の活動と して実施した高知県

における土砂災害 （平成10年 9月）に関する調査結

果およびそこで得られたソフト対策上の課題につい

て報告するものである。

2.災害概況

西日本上空に停滞した活発な秋雨前線により、県

中央部を中心に24B未明から25日朝にかけて激しい

栄雨が降り続いた。

24日からの降雨址は、土佐山田町 （甜知県新改観

測所）で総雨址1.007mm、最大24時間雨址943mm、最

大時間雨址96mm。高知市（高知県庁観測所）で総雨

虻858mm、最大24時間雨屈768mm、最大時間雨批106

mmを観測し、各地で記録的な豪雨となった（回ー1

参照）。

120 

100 

8
0
6
0
 

時
間
雨
呈

mm
40 

20 

゜01 08 

9月24日

15 22 05 12 

9月25日

日 時

累
加
雨
凪

mm

9
0
0
8
0
0
7
0
0
6
0
0
5
0
0
4
0
0
3
0
0
2
0
0
1
0
0
0
 

図-1 高知県庁における時間雨量 ・累加雨盪の推移

今回の崇雨によって、高知市を中心に昭和51年台

風17号に次ぐ22年ぶりの大水害と なった。その被害

は高知県発表 (10月12日）によると、死者 6名、負

慟者12名、家屋全壊12戸、家屋半壊24戸、床上没水

12,370戸、 床下浸水9,885戸である。

一方、水害が注目されるなか、土砂災害の発生は

高知県による本省報告分で107箇所（土石流65箇所、

がけ崩れ40箇所、地すべり 2箇所）であり 、小規模

なものを含めば200箇所以上確認されている。

3.調査箇所

今回の調査箇所は図ー2、表ー1のとおりであり、

特に被害の大きかった箇所を中心に行った。

4.調査結果

今回の調査では、各調査箇所ごとに表ー3(1)~(4) 

(P.17~19)の調査表を作成し、災害実態の把握を

行った。それらを総括し、表ー2 (P.16)に示した。

5.ソフト対策上の課題

(1)今回の土砂災害では市町村からの避難勧告の

図-2 現地調査箇所位置図
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表ー1 災害調査箇所一覧表

箇所名 所在地 被害状況 調査日

平西 高知市召l西町深谷 全壊 2戸、半壊10戸、床上5戸、床下10戸 Hl0.11.4 

北高見 商知市高見町
全壊 1戸、死者 1名、一部破損十数戸

Hl0.11.4 

中高見 店知市北茄見町 H 10.11.4 

弘岡中 吾 川 郡 春 野 町 弘 岡 中 全壊 l戸、負偽者 2名（軽傷） Hl0.11.5 

平和 吾川郡春野町平和 法枠工平み出し、モルタル吹き付けに亀裂、その他被害なし H 10.11.5 

横浜西 高知市横浜西町 全壊 l戸、半壊4戸、 一部破損1戸、負俗者 1名 Hl0.11.5 

西久万(1) 高知市西久万
半壊2戸、負俗者 1名

Hl0.11.5 

西久万(2) 高知市西久万

平山 香美郡土佐山田町平山 全壊2戸

引地 香美郡 土佐山田町引地 全壊1戸

遅れ（最大で約 3日遅れ）が問題点として指摘され

る。被害の集中した高知市内では大水害によるパニ

ック状態にあり 、交通網・通信網の寸断等により市

の対応も遅れざるを得なかったものと考えられる。

今後、広域にわたる大規模災害と土砂災害が輻較す

るケースに着目した警戒避難体制の整備が望まれ

る。

(2)水害によるパニックのなか、地元住民は何ら

かの被害が生じた後に自ら、あるいは消防 ・警察の

指示により避難を行っているケースが多くみられ

た。このようなパニック下においては、自主避難に

よる安全確保の重要性が増すものと考えられ、行政

側から住民に対して、土砂災害に対する危険度を段

階的に提供することや、日頃から前兆現象に関する

情報などを提供することが必要と考えられた。

(3)災害を被った地域での開き取り調査対象者の

年齢層をみると、60代以上の高齢者が多く、中には

体の不自由な方もいた。若者は都心へ流れ、山裾の

土砂災害の危険性が高い地域には高齢者などいわゆ

る災害弱者が取り残される状況にあり、避難の誘源

や受け入れ体制の整備などにおいて配慮が必要と考

えられた。

(4)県下の最大で総雨批1.000mm以上、最大1時間雨

Hl0.11.5 

HJO.ll.6 

HJ0.11.6 

砿100mm以上を記録する呆雨でありながら、大規模

な土石流や崩壊が少なく、過去の栄雨による 「雨な

れ」の状況が考えられた。このような 「雨なれ」の

状況を全国的に把握することが、警戒避難基準雨泣

の設定において有効な情報と考えられた。

6.おわりに

聞き込みを主体とした今回の調査により、現象面

の調査のみでは把握できない多くの共重な情報（前

兆現象、発生時刻、被災者 ・行政の行動実態、災害

関連術報のニーズなど）を得た。また、被災者など

の生の声を通じて、災害時の不安な状況などを痛感

し、ソフ ト対策の重要性を改めて認識することとな

った。

今後、これまでに報告した熊本県、新潟県、福島

県、高知県における土砂災害をはじめ、平成10年度

に生じた多くの土砂災害事例より、ソフト対策上の

課題 ・方策について検討していきたい。

本調査の実施にあたり、お世話いただいた高知県

土木部防災砂防課、またl閉き込み調査にご協力いた

だいた多くの被災者の方々に深甚なる感謝を申し上

げます。

執節担当：小川祐示、原口勝則（国際航業（扮）
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表ー2 調査結果総括表

番号 箇所名 発生年月日時 現象名 土砂移動形態 避難状況 前兆現象

災害報告 聞き込み結果 災害報告 調査結果

学西 Hl0.9.24 崩壊 ：9．25 土石流 左同 流域源頭部尾根部が破砕帯など 被害発生後、避難勧 岱とは違う大き

は山谷川） 23:00 1:00頃 地質構造に起因して大崩壊一土 告前に自主避難。 な音が何回か聞

土砂流出 ： 石流化。 9.27 22:30 73世帯に こえる。

9.25 谷出口付近の砂防ダムによって 避難勧告発令、

3:00～3:30 崩土の大部分は捕捉され、下流 IO.II 20:00 避誰勧

での被老は現象の規楔に比して 告解除。ワイヤセン

少ない。 サおよぴ警報機設骰

済み。

2 北嵩見 HJ0.9.24 9.24 がけ崩れ ク 粘土化した風化物の小崩壊で、 自主避難状況は不明。 大きな音と家の

22:30 23.57~23:58 流下過程で激しい縦佼食を生じ 9.27 22:30 73世帯に 揺れを感じる。

て拡大し、谷出口の人家 1戸全 避難勧告発令、

壊、死者1名の被害を生じた。 10.13 18:00 避難勧

告解除．

3 中窃見 Hl0.9.24 9.25 がけ崩れ ，， 北高見と類似する条件下での小 25日に自主避難あり。 水の色が変わっ

22:30 0:00過ぎ 崩壊であり、階段状の墓地に拡 9.27 22:30 73世帯にた。

散・堆和することで下流での被 避難勧告発令、

害は一部破損2戸などにとどま 10.13 18:00 避難勧

る。 告解除。

4 弘岡中 Hl0.9.25 9.25 がけ崩れ ク 破砕帝など地質構造に起因した 崩壊に関連した自主 裏1J」から滝のよ

（新荒倉 2:00 1:00頃 崩壊で 3つプロックからなる。 避難ではないが、近 うに出水。

トンネル） 直下の人家は全壊したものの、 隣の集落では河川水

たまたま 2階にいたため人命は 位上昇に伴い消防の

助かった。古くからIllにキレッ 指示で自主避難。

があり、「家を建てるな」との

言い伝えがあったらしい。

5 平和 Hl0.9.25 9.24 地すぺり ク 対策工整備済みの地すぺり斜面 24日に自主避難あり。 「ズーズー」と

（平和団地） 24:00 が卒み出す。また、地すべり地 9.26 16:30 65世帯に いう音がした。

左側の谷地形で小崩壊発生。人 避雌勧告発令、

家等への被害はない。 9.28 16:00 避難勧告

解除。伸縮計3碁、警

報機等設骰済み。

6 横浜西 l-110.9.25 9.25 がけ崩れ ，' 人工的に造成された硲地のIi! 25日に自主避雄あり。 特になし。

0:30 0:30頃 壊。多泣の湧水があったらしく、

緩勾配地ながら100m程流下し

て全壊 1戸、半壊4戸などの被

害を生じた。

7 西久万0) Hl0924 9.24 がけ崩れ ，' 強風化物の小崩壊であり、多泣 25日に自主避雑あり。 水が道路を走

21:20 22:00~23:00 の湧水によって流動化した土砂 り、そのうち土

により半壊1戸の被害を生じて 砂が況ざってき

いる。平時の降雨でも出水が多 た。

いとの証言あり。

8 西久万(2) H 10.9.24 9.24 がけ／blれ ，' 伍錐斜面の小崩壊であり、多祉 25日に自主避難あり。 「ドスン」とい
21:20 22:30~22:40 の湧水によって流動化した土砂 う面戸を閉めた

により半壊1戸、れ偽者1名を ような大きな音

生じた。 がした。， 平山 Hl0.9.25 不明 土石流 ク JR土讃線の盛土が大規模に崩 2世帯 4人が自主避不明。

伏石ケ谷） 壊し、直下で合流する支渓の水 雌。

などとあいまって土石流化し、

下流の人家 2戸を全壊。人家は

土砂堆積状況より直繋ではな

く、徐々に埋没した桟様。人家

裏に小崩壊あり。

10 引地 桐査中 9.25 地すべり ク 地すぺり性崩壊により人家 l戸 特になし。 不明。
(JRによる j:20 が全壊。崩土は、人家下の町道

点検直後ら を乗り越え、河川へ突入 ・閉塞

しい） し、その天然ダム決壊により下

流の田畑に氾濫被害を与えた。
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表 3(1) 現地調査表

::z: a ... ビヽ コ』・ 4ヽ ピ• I 

地点 箇所名 弘印（附紐トン1・ル） 1箇所番号 I-Iランク I-
情報

ゎ 1、c 県ゑ，, ) 市⑥ むrJ"（@• 村場所 私I到f
所笞攀務所 4f祈石lヽ 指定地 I有・⑨

災害 披害状況 全壌ノ戸・半壌 9 戸 人的被害 死者 0名 ・負傷者之名
情報

．曇． G発生日時 ん90年 11月..,r日 1時 ヽ分頃 気象 条件 晴

絡雨条件 運続雨量 C 之 血 1最大日雨量 心と四 最大時間雨塁 ／ヽ m 

似 8/時～心巳衣時） ←モI／時～ッA3ナ時） （乎巳2時～4凶3/'j'時）

観 illl所名 1f呼（ふ） 真常気象名 が (!",I刹維（塚地まで u) 

発生状況 崩壌の規模 JO さ‘“r‘°° o ,  幅<,.•Om. 長 m・ 深さ.,_，m・崩土羹／／“心 m'
（闊き込み等）

表層崩壌 ・這邑塾星ノ） 岩盤崩壊・法面崩壌 ・崩壊のタイプ
その他 （

発生機構
..Jっ99.. 0..”“'‘i雇“‘ah名A「9州•9g..” 之夕松＆帆 I比1. ~ 

lllfぶ4<i”“v、也~J 1."1位ぷL9d• し

前兆現象 釦社あ｀心灼'•屯9) •/19' "' ”‘ .̂"i”'2••4 . 
：：：~.,,,...,~ 喩̂ ar,Jocat必1J,t・う

過去の履歴 る,1＜1＂J̀s＇し.ふ＂Iそら れ•I 小'“し1JR.ll·‘i`”m邑',-苔“aれ,,い
..,'、久Al、• "'.,_Jり1，みク

斜面 勾 配 最大 «c 度•平均上0 度 状況掃足説明（崩壊関与程度）

情報

凸型 ・ 直総•厄面）絞 断 形 状

横 断 形 状 尾根型・直線・ G云）

規 襖 長さ ー m・幅 - m 比高 ―-m -iJ.羽和が111ぃ

地費・岩質 崩積土 ・火山砕屑物硬・遜岩頂匝う ・
段丘堆積物・軟岩 ・

表 土の層厚 最大 I、っ m • 平均 •,rm

地費構造 流れ盤 • 水平 ・受け盤 ・G)

風化状況 釦． 中 ． 弱

湧水状況 有 . (i) 秋刹バ釦“代‘？§ヽ,•，，て.,＂e,．耐<fdfl→免．.,ク9Jシ1<^ “

人工改変状況 上部 ・中部 ．＠ ・全体 兄必

植生の種類 裸地 ・立地 ・竹林・針葉白・広葉樹・怠畔 ィ吟` ・ •• tr...t~¢·、1-1t11 ・行11、
樹 齢 10 年以下 • ~30年 (-50}・ 50年以上

繁茂状 況 ⑬ • 中・粗 |五 |／0 m 胸高直径IC'.,_y Ill 

対策箆殷の有無 ~I 有 種類 ・規模 ・施工年

／／年 ／9 月 5一日 謁育者 倉、 aI~J!..、 1

学西における土砂災害状況

流域源頭部より深庖崩壊を生じ2方向へ流下。

合流点付近の砂防ダムにより大部分の土砂が

捕捉される。

（写真：国際航業株式会社提供）

----

弘岡中における土砂災害状況

強風化岩の深層崩壊。

崩壊土砂の末端部は復旧工事のため整形され

る。

蓑 3(2) 現地調査表

弘岡中縦断図
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横浜西における士砂災害状況

人工的に造成された蚕地が崩壊。

崩壊面にパイピングあり。

（写真：国際航業株式会社提供）
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平山における崩壊状況

JR士殷線の盛土部が崩壊。

表 3(3) 現地調査表

災害状況図

問脊者名： わ＾ “ふりヽ

三五賛響覧::,;:-: 

冒:図＿・-石ご玉 I, 9 -撮影位区）一 l

＇ 
---,, 

ヽ~

Ill ,L、ク
ヽ／

、ク
/̀ 

ィ→“I(,.走合 、/̀：：：： 
、ク

”9 ，こ屯応広碕が’こ占 ..t..ft•J いれル1サ9.

if•f.、び、[”‘B 耐文raが、．．“1: と.. こ いとうん叩．“｀・）．

ニ益ミ
平山における被害状況
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ジ忠

支川の流水も係わり約200m下流の人家を埋没。
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表—3(4) 現地調査表

聞き込み調査結果弘岡中（新荒倉トンネル南出口付近）

調査 平成10年11月5日

聞き込み対象者 古味（男性）

居住地概 要 崩壊地より国道を挟んだ斜向

聞き込み情報

・ 24日21:00頃から水が多最に出てきた。

．雨が激しくなったので、消防車を呼んだ。

. 24日21:30頃に消防車が婦人と子供を中央公民館へ避難させてくれた。

• そのころ、停電、電話不通の状況となった。

・車を高い国逍56号に上げ、そこで一夜を過ごした。

・雷で照明が不要なくらい外は明るかった。

．浸水は最大で床上80cm程であった。クーラーの室外機が流された。

・雷の音がひどくて、崩壊の音は気づかなかった。

・救急車が25日2: 00ぐらいにきたので、崩壊はそれ以前であろう。

・家の近くで合流する小河川の出水に以前から不安を感じ、自宅に入らないように角落しの水止を造って

いたが、今回の水には不充分であった。

調査 平成10年11月5日

聞き込み対象者 古味（女性）

居住地概要 崩壊地より国道を挟んだ斜向

聞き込み情報

・今年になって何回か襲来した台風はさほど大きくなかったので、今回も大丈夫だろうと思った。

・ 25日1: 00過ぎ、近辺を見に外へ出かけた。そのとき、レストラングローリーのところが水に浸かって

おり（足首まで）、吉川さんから葛岡さん宅の裏で崩壊があったと1姐いた。

・グローリー（レストラン）の人が 「ズン」という音を 2回ほど聞いたらしく、それが25日1: 00頃なの

で、崩壊発生はその時刻であろう。

・聞いた話によれば、同時刻頃葛岡さんの家の方から、 「助けて」という声が間こえたらしい。

• それに気づいた三谷工業の人が消防などに連絡し、ボート • 投光器などが用意され、 25日 1 :30~3 :oo 
頃まで救出作業が行われた。

・葛岡さんの主人は、当日、会合で在宅していなかったようで、 自宅には奥さんと小学生の良治君が閉じ

込められ、たまたま、 2階にいたため助かったと聞いている。

• この様子をテレビで放映していた。

• その後、情報が途絶え孤立化した。

• その後、事務所の 2 階で寝ていた。

• 水害に関しては、消防の判断が的確であり、少し早めにみんなが避難できた。

．崩壊のあった箇所は、昔から山に亀裂があるので、人家を建ててはいけないとの古老の言い伝えがあった。

• このような言い伝えがあることを無視して、昨年の春、道路拡幅に伴い山側へ人家を移動したために災

害に至ったものと考えられ、ある意味で人災とも言えるのではないか。

・近くの権現山からは、石灰岩が多く採掘され、この地区では降雨後しばらくして水が吹き出す箇所が多

し‘o

・慈岡さんの奥さん （被災家屋に閉じ込められた当事者）によると、災害前、駆山から滝のような出水が

あったらしい。
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